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◆ 研究概要 
民族薬物研究センター薬効解析部は，民族薬物の薬効解析に関する研究を推進するために設置された．特に，アルツハ
イマー病，脊髄損傷，注意欠陥多動性障害といった難治性神経変性疾患をターゲットとして研究を行っている．これらの
疾患制御に関わる生体の分子メカニズムを解明するとともに，神経回路網が破綻してしまった後からでもこれら疾患にお
ける神経機能を正常に回復させる根本的治療戦略としての“神経回路網再構築薬”の開発を目指す． 
薬効解析部ではこれまでに，神経変性疾患からの回復に最も必要とされる要因に対して，ある種の伝統薬物が切れ味鋭
い作用を示すという実験事実をもとに，画期的な効力を示す薬物の発見と，それらの作用分子の解析による神経回路網再
構築の鍵を握る分子を進めている．このように，伝統薬物と神経科学を融合させ，創薬と病態解析へ展開させる独創的で
有益なアプローチとして「伝統薬物-based 創薬」を提案し実践している． 
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